
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

●ICTの活用を推進し、仲間とともに主体的
に授業に向かう生徒の育成する。
・学期に１回教職員研修を実施し、授業改善
に取り組む。

「授業はわかりやすい」と
と肯定する生徒の割合
（90%）

学校教育
アンケート

３学期 〇 〇 〇

●少人数授業や習熟度別学習の充実を図
り、学びをあきらめない生徒の育成をめざ
す。

「少人数授業やＴＴ授業は
わかりやすい」と肯定する
生徒の割合（90%）

学校教育
アンケート

３学期 △ △ 〇

●生徒用パソコンの持ち帰りや「放課後学
習」「浜中まなサポ」を進め、自ら学習する姿
勢の育成を図る。
・生徒用パソコンを活用した家庭学習に取り
組む。

〇 〇

・子どもたちの学びに対する意欲向上に向け
た授業改善を目的とした教員による相互授業
参観を行い、小中一貫教育を推進する。

〇 〇

●人権学習の取り組みを通して、自分のよさ
を知り、他人を思いやり寄り添える生徒を育
成する。
●人権5部会の取り組みを進め、系統立てた
人権教育を実施するシステムを構築する。

◎ ◎

・授業や行事、様々な取組の場面で、クラス
の仲間と協働し、支え合える生徒の育成。

◎ ◎

・生徒の自主活動を高め、学校生活を充実さ
せる。
●体育大会、文化活動発表会をはじめとした
学校行事を生徒主導の運営で行う。

「生徒会活動や委員会活
動、部活動をがんばって
いる」と肯定する生徒の割
合（90%）

学校教育
アンケート

３学期 ◎ ◎ ◎

★生徒が主体となった「あいさつ運動」の実
施。

「よくあいさつしている。」
と肯定する生徒の割合
（100%）

学校教育
アンケート

３学期 ◎ ◎ ◎

●定期的な教育相談機会の設定。

「自分たちの話をよく聞い
てくれ、相談できる先生が
いる」と肯定する生徒の割
合（80%）

学校教育
アンケート

３学期 ◎ ◎ ◎

・ＨＰやtetoruによる教育活動の情報発信を
行う。

「学校の様子や学習内容
を懇談や各種の通信，
ホームページなどで知る
ことができる。」と肯定する
保護者の割合（前年値
94%以上）

学校教育
アンケート

３学期 ◎ ◎ ◎
肯定的回答率が９３％
であった。

堺市立浜寺中学校

≪信頼される学校・開かれた学校づくりについて≫
　生徒に考えさせて意見表明できるような機会を設定し，生徒が
主体的に活動できるような教育活動を実施してきたことが，成果
となった。
　また，保護者アンケート「学校の様子や学習内容を懇談や各種
の通信、ホームページなどで知ることができる」の肯定的回答率
が９３％と高く，評価できる。
　一方，保護者アンケート「保護者としてPTA活動や学校教育活
動に協力するよう心がけている」では肯定的回答率が５３％と低
く，課題といえる。信頼され，開かれた学校づくりのためには，学
校と保護者が一体となって子どもたちの健全育成に関われるよう
な取組や機会が必要なのではないか。

≪学校生活等について（生徒の主体性）≫
生徒アンケートから，学校行事や部活動・委員会活動への生徒
の意識がとても高く，非常に評価できる。体育大会や文化活動発
表会での子どもたちの笑顔や頑張っている様子が見れ，とても嬉
しく感じた。学校教育目標の「子どもたちの主体性を育む学校」へ
の取組が生徒に十分に伝わった成果である。また，登下校では
しっかりとあいさつしてくれたり，地域清掃や祭りなどの地域の行
事に参加してくれ，交流を深めることができた。このような活動を
通して豊かな人間性と社会性を育むことができたといえる。来年
度も引き続き「つながり」を大切にした教育を推進していってほし
い。

≪授業について≫
　生徒アンケート「授業はわかりやすい」の肯定的回答率が最終
結果７９％，また，ICTの活用についても肯定的回答が９５％あ
り，十分に評価できる。学期に１回（年３回）の全市公開授業を開
催し，全授業者が授業を公開し，授業改善・授業力向上に向けて
研修を充実してきた成果があったといえる。
　一方，課題としては生徒アンケート「少人数授業やＴＴ授業はわ
かりやすい」の肯定的回答が４３％と低く，課題といえる。生徒が
少人数授業の有用性を実感できるような教育課程を実施してくだ
さい。
　学校教育目標に「ICTを活用し、主体的・協働的・探究的な授業
の実施」とある。これからも研修を深め，「個別最適な学び」と「協
働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善に取り組んでいってほしい。

≪学校生活等について（生徒の主体性）≫
生徒アンケート「生徒会活動や委員会活動、部活動を
がんばっている」の肯定的回答率が８７％，「よくあい
さつしている。」の肯定的回答率が８７％と高く，成果
があった。今年度「子どもたちの主体性を育む学校」を
教育目標に掲げ，生徒主体で学校行事や委員会活
動，部活動を行った。また，地域清掃や餅つき大会，
地域の祭りなどの地域活動にも積極的に参加し，地
域の方々と交流を深めることができた。

≪家庭学習について≫
生徒アンケート「自分の学力向上のため、家庭での学
習時間を増やしたりしている」が最終結果として６１％
であり，低かった。
　一方，放課後学習会「浜中まなサポ」や，一人一台
端末（生徒用パソコン）を持ち帰り，ICTを活用して個
別最適な学びの一つとして家庭学習につなげていき
たい。

中学校区におけるめざす子ども像
◎自らを律し、自ら学び続ける子　◎自ら課題を見出し、解決する子　◎互いを思いやり、認め合う子　◎規則正しい生活と運動で、健康的な生活をおくる子

確かな学びの現状
・「授業がわかりやすい」と答えた生徒は、83%であり向上の余地がある。ICTの活用を前提とした授業改善にと入り組むことで改
善に臨む。
・「学習習慣の定着」については、「家庭での学習時間が増えた」と肯定する生徒の割合が60%、保護者の割合が48%となっており
大きな課題である。

豊かな心・健やかな体の現状
・「学校は楽しい」・「よくあいさつをしている」の肯定的回答は90%を超え良好ではある。さらに不登校生徒数減少や人権意識の向上、いじめや差別を許さない学校風土の醸成を図る。
・生徒に「自分たちの学校は自分たちで創る」という意識向上のために、生徒会活動中心に取り組みを行ってきた。さらに主体的に取組むことで自己肯定感を高める。　生徒アンケート「生徒会活動や委員会
活動、部活動をがんばっている」の肯定的回答が最終結果87%、「よくあいさつしている」の肯定的回答率が最終結果92%。

 令和７年度　重点目標
「子どもたちの主体性を育む学校」
〇ICTを活用し、主体的・協働的・探究的な授業の実施～浜中クローバーを通して～
〇平和を愛し、多様性を認め合い、相手を思いやる豊かな心の育成を目指した人権教育の実施
〇生徒が自発的・主体的に成長・発達する過程を支える生徒指導の実施～対話による気づきを通して～
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確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価書】

≪信頼される学校・開かれた学校づくりについて≫
　生徒アンケート「自分たちの話をよく聞いてくれ、相
談できる先生がいる」の肯定的回答率が８４％，「学校
の様子や学習内容を懇談や各種の通信，ホームペー
ジなどで知ることができる。」の肯定的回答率が９３％
と高く，成果があった。
　各学期の最初や，必要に応じて教育相談を行った。
また，修学旅行および校外学習などの学校行事を生
徒主体で企画運営し，生徒意見表明できる機会など
を設定し，対話を重視した生徒指導を行うことができ
た。そしてそれらの取組をオープンスクールや学校HP
などで公開し，積極的に情報発信を行うことができた。

≪授業について≫
生徒アンケート「授業はわかりやすい」の肯定的回答
率が最終結果７９％であり，「浜中クローバー」の授業
取組が生徒らに理解された。また，ICTの活用につい
ても肯定的回答が９５％あり，「授業のわかりやすさ」
という点でICTが効果的に活用され，成果があったとい
える。
　一方，生徒アンケート「少人数授業やＴＴ授業はわか
りやすい」の肯定的回答が４３％と低く，課題となっ
た。
　学期に１回（年３回）の公開授業研究会を開催し，積
極的に授業公開に努めた。「探究」「ICT」をキーワード
に授業改善に取り組み「わかりやすい授業」「一人一
人が主体性を持てる授業」の実践することができた。

肯定的回答率が６１％
であった。

肯定的回答率が９３％
であった。

〇

◎

≪家庭学習について≫
　生徒の「学力向上のための家庭学習への取組」が低いという結
果であった。昨年度の結果が６０％であり，今年度の６１％の結
果と比較してまだまだ十分に改善できる余地があるのではないだ
ろうか。
　保護者アンケート「子どもの家庭学習への取組」が昨年度は４
８％で，今年度が５９％であった。家庭学習への取組については
保護者と連携して取り組むことが重要である。「浜中まなサポ」等
の放課後学習や，一人一台端末（生徒用端末）を活用してできる
ことを一つ一つ推し進めてほしい。

≪人権学習等について≫
生徒アンケート「学校は楽しい」の肯定的回答率が最
終結果９３％であり，成果があった。校務分掌にて「人
権5部会」（障害者理解教育，ジェンダー・ＬＧＢＴＱ等
の人権課題，在日外国人･国際理解教育，平和教育，
同和教育）を組織し，全教職員が人権教育の視点に
立ち，また，計画的に教育活動を行うことができたとい
える。また，一人一人に教育相談も適宜行い，生徒に
寄り添うことを大切にしてきた。
　一方，不登校である生徒もいる。それぞれの生徒に
しっかりと対応し，誰一人取り残さない教育活動を実
践していきたい。

≪人権学習等について≫
　生徒アンケート「学校は楽しい」の肯定的回答率が最終結果９
３％であった。また，人権教育の計画も十分に実施されており非
常に評価できる。特に，パラリンピックに出場経験のある方の講
演を聞いたり体験したり，また校外学習で実際に現地に行って見
たり聞いたりして学んだことは子どもたちにとって貴重な経験と
なったと思う。
　不登校生については，各関係機関とも連携し一人一人の状況
に応じて寄り添い，「誰一人取り残さない」教育活動を実施して
いってほしい。

校長より(年度末)
　今年度，「子どもたちの主体性を育む学校」を重点目標に教育活動を行ってきました。生徒アンケートでは多くの項目で肯定的回答率が高く，成果があったと考え
ます。大項目「豊かな心・健やかな体」では，人権教育推進の視点で教育活動を行ってきました。また，授業や行事，部活動など全ての学校生活で「生徒主体」に取
り組んできた結果として，生徒アンケート「学校は楽しい」の肯定的回答率が９３％となりました。
　一方，大項目「確かな学び」では，「授業のわかりやすさ」や「家庭学習」についてはまだまだ改善の余地があるといえます。次年度においても「授業改善」に向けて
研修を重ね，また，家庭と連携して「家庭学習の定着」を充実させていきます。

学校関係者評価

達成状況(年度末)
評価時期

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

評価方法
判断基準

（評価のものさし）

大
項
目 自己評価

肯定的回答率が７９％
であった。

校長　川端　一生

学校関係者評価者から(年度末)
　子どもたちの多くが「学校は楽しい」と回答しており，とても嬉しく思います。浜寺中学校の取組や先生方が子どもたちに寄り添って教育活動を進めてきた成果だといえま
す。また，地域で子どもたちと会うと「おはようございます」と朝のあいさつをしてくれたり，合唱コンクールで頑張って合唱をしている姿を見て，子どもたちの「豊かな心」の
成長を感じることができました。一方，不登校生が一定人数います。それぞれの子どもたちに寄り添って対応していただきたいです。また，「確かな学力」については小学
校と連携して，子どもたちに必要な学力向上の取組を推し進めてほしいです。来年度も「子どもたちの主体性を育む学校」を推進し，予測困難な時代になっても，一人一人
が自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，判断して行動できるような教育をしてください。
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〇生徒会・委員会活動や部活動を
通して、主体的に学校づくりに参画
し、最後までやり抜く力、マナー、礼
儀を学ぶ取り組みの実施。
〇あいさつを通して他者とのつなが
りを大切にし、社会性や共感力を
もった生徒の育成。

開

か

れ

た

学

校

〇生徒に意見表明の機会を与え、
対話を重視した生徒指導の実施。
〇ホームページやtetoruを活用し、
情報を適切に公開した信頼される
学校づくり。

３学期

肯定的回答率が８７％
であった。

肯定的回答率が８７％
であった。

肯定的回答率が８４％
であった。

中
項
目

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

具体目標

「家庭での学習時間が増
えた」と肯定する生徒の割
合（70%）

〇人権教育を推進し、生徒の自尊
感情が高め、いじめや差別を許さな
い風土の醸成を図る。
・個性を尊重し、多様性を認め合
い、お互いを思いやる心の育成。

進捗確認
（～１２月）

「学校は楽しい。」と肯定
する生徒の割合（前年値
94%以上）

学校教育
アンケート

３学期

〇「浜中クローバー」の取り組みを
通してICTを活用し、仲間と共に協
力し合い、主体的に授業に取り組む
生徒の育成。
〇個々の生徒に対するきめ細かな
指導・支援を行った学力向上。
〇1年国語科、3年英語科において
少人数習熟度別の授業を実施した
学力向上。
〇教師全員が一人一回以上は授
業を公開し、学期に１回の子どもの
学びの事実のリフレクションを中心
に協議をする研究授業の実施。

〇家庭での学習習慣の定着。

肯定的回答率が４３％
であった。

学校教育
アンケート


